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委員の選出区分（規程第3条第2項）

各種別団体の代表者

氏名

山﨑　雄一郎

豊永　昌伯

畠山　和香

加藤　勝巳

Ⅰ　令和7年度・8年度運営委員会委員15名が選任されました
　民間社会福祉施設職員退職手当共済事業運営委員会の委員については、令和７年３月３１日で２年の任期が終了し
たため、本会民間社会福祉施設職員退職手当共済事業運営委員会規程に基づき各選出区分より選出された方に対し
て、本会会長から委員を委嘱いたしました。
　任期は令和７年４月１日から令和９年３月３１日までの２年です。

齊藤　一夫

山口　廣志

職員(加入者)の代表者

高知県社会福祉法人経営者協議会役員

関係行政機関の職員（高知県）

　 委員１５名のうち、３月３１日付けをもって伊野部武男委員（朝倉くすのき保育園）、田ノ内学委員（城南保育園）、福留
久美委員（若草園）、濵田明委員（（福）高知県知的障害者育成会）が退任され、新たに山﨑委員（ひなぎく保育園）、豊
永昌伯委員（新木保育園）、加藤勝巳委員（子供の家）、加藤慎一委員（福祉事業所えぼし）にご就任いただきました。
その他の委員は再任となりました。

社会福祉法人高知県社会福祉協議会 民間社会福祉施設職員

退職手当共済事業運営委員会 委員名簿
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 日　時　：令和7年5月29日（木）15：00～17：10

 場　所　：高知会館

 出　席　：運営委員14名

 担当理事　楠目　隆

 下記の事項に関する審議等が行われました。

1 審議事項 2

（１）令和７年度・８年度委員長、副委員長の選任 （１）三菱ＵＦＪ信託銀行（資産70％運用）の報告

（２）資産運用小委員会委員の決定 （２）三井住友信託銀行（資産30％運用）の報告

（３）制度検討小委員会委員の決定

（４）令和６年度事業報告及び決算見込み報告について

1 審議事項
（１）令和７年度・８年度委員長、副委員長の選任

　　委  員  長 　　 　植村芳明委員 　　副委員長　　　　松岡寛委員

（２）資産運用小委員会委員の決定
　　植村芳明委員　　　　北添百合委員　　　　山口廣志委員　　　　植田淳委員

（３）制度検討小委員会委員の決定
　　山﨑雄一郎委員　 　畠山和香委員　　　　酒井茂里委員　　　松岡寛委員

（４）令和６年度事業報告及び決算見込み報告について

・加入職員数は、前年度より59人減少し、5,100人となりました。
・掛金収入が退職給付金支払額を上回っています【表①】

・要支給額に対する充足率は100％を上回っています（169.78％）【表②】

　【表①】　　（６５歳以上の被共済職員分を除く） 【表②】
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令和６年度資産運用実績報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　民間社会福祉施設職員退職手当共済事業　　運営委員会事務局

　収益率（時下ベース）については、期待収益率である２％には届かず、マイナスでの着地となりました。
　しかし、三菱ＵＦＪ信託銀行、三井住友信託銀行ともにベンチマークを若干上回る結果となり、要支給額に対する充足
率は依然として高い水準を保てています。（169.78％）
　「令和６年度末の運用実績はトランプショックもあり、両行ともマイナスで終わったが、市場平均であるベンチマークよ
りは若干うわまって着地している。単年度で一喜一憂せず、長期的視点に立って注視していく必要がある」と植田委員
から講評がありました。
   　時間加重収益率（R６.４月～R７.３月）：三菱ＵＦＪ信託銀行　-1.54%、三井住友信託銀行　-1.96%
   　※ベンチマーク（R４.４月～R５.３月）：-1.98%

次のような状況を報告し、承認されました。

令和６年度資産運用実績報告

運営委員会レポート　第２９号　　令和７年６月２０日発行

　 山﨑雄一郎　　豊永昌伯　　 畠山和香　 　　松岡　寛  　　 加藤慎一　　　北添百合　　　齊藤一夫

　 山口　 廣志  　泉　 真樹　   酒井茂里　　　植村芳明　　　 西野美香　  　植田　淳　 　  井上達男

Ⅱ　令和７年度第1回運営委員会を開催しました
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百万円 要支給額に対する充足率の推移(各年度末）

要支給額 （百万円）
信託運用資産 （時価） （百万円）
充足率 (%)

437
444

446 422 422

274
334

277 392 326

465
587 565

778

524

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

Ｒ2年度 Ｒ3年度 Ｒ4年度 Ｒ5年度 Ｒ6年度

（人）（百万円）

掛金収入 退職給付金支払額 退職者数（人）


